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学位論文内容の要旨

  ライム病(Lymc disease)はボレリア属の細菌(Bon-elia burgdorferi

sensu lato）感染により発症する、ダニ媒介性の人獣共通感染症である。近

年わが国においてもヒトでの発生報告が見られるが、イヌに関する報告は

極めて稀である。

  本研究では、一般家庭で飼育されていたダ二咬着歴をもつ35頭のイヌに

ついて、ライム病に対する抗体調査を行うとともに、臨床症状を呈した16

頭について臨床学的、血清学的ならぴに臨床病理学的に検討した。その結

果、以下の成績を得た。

（1）マダニ咬着犬35頭中26頭(74.3％）がB．burgdorferi sensu latoに対する

抗体を保有していた。(2)抗体保有犬26頭巾16頭がライム病診断基準によル

ライム病と診断された。（3）ライム病犬16頭の平均年齢は26.0土21.1ケ月で

あり、若齢犬が多かった。(4)臨床症状は多彩であり、発熱（81.3％）、元

気消失（50.0％）、食欲不振（37.5％）、痙攣（31.3％）、利1経過敏

（25.0％）、起立不能（18.8％）、流涎（18.8％）、下痢およぴ軟便

（ 18． 8％ ） 、 流 tnl（ 1ツ ， ！ ） ％ ） 、 跛 ir（ 12． r％ ） 、 襾 勧 /)、 ： 洲 （ （ ； ， ： j％ ） 、 筋

肉 痴 （ (j． ： 3％ ）、 ffj｜ 必1′ Ii；j（ （ i． ；j％ ） お よ びり ン パ '！ t： 灸 （ （ ； ．： j（ /） などで

あった。（5贓Jア1袱Iエ1゙ 、I3ciiびlI川iiic_illiiiとl)iliycIi'c)str（｀I）t川11y（：iIl川叟・卜I？i：

I丶J・にーJ：りねljリ‘1/、，（，（()）‘’イ-丶71b，ノこ1（jリ1′（III、13ロ｜’（．ぐt．t7jnrJ・cilin jnl)oilic` 刀



iioi/i椡：艘TFr3. 1{;11・itiiiIP31ホにヌ丶亅・、j．るIに（；撕：仆foliカミ、；E／：：：3)il！ではl・I01．／1

株 、 I‖ ） ： ’ tlこ肢 び fj． ”ん （ ‾7ffBr（ ）Xl糾 こ対 する Ig（； 及び 15：Mfん仆 一 fItliがそ れぞ れ

I場 性で あ ，， /I： （ ）（ 7Mi霞 ´； ｜ ｜′ 1り検 ，蠧 で ｜イ 1、I′ lm球 数及 ぴmrlI．球i′lI分比、 赤m球

数 、 ヘ ‘ I： グ Hl｜ ン ； fト 、 ヘ マ ト ク リ ッ ト イ f｜ I、 及 び 功 ； ． JrlII球 恒 数 の い ず れ に お い

て も jT・ ： 常 対 j！ 鰻 丿 こ 2ニ の lfIJに イ jI意 プ tは 認 め ら れ な か っ た が 、 m小 板 数 は ． il．； ．常 火

よ り もイ nよ（ 1’く （） （ ）5） に減 少し て いた 。（ 8）。lfIt液′．I：．化´｀ ；t検｜ 脊では、IflL漿

総斑11、If‖jfすuミ．艇拳楽、総ピ1JJレビン、トランスン′ミナ←一｀ピ及び乳酸脱水

素酵素のいずれにおいても興常は認められなかったが、lnt漿クレアチニン

は文、J・J！鰻火‐lニル1いfJ・｜t：I（I’く（）．（）5）に，frおft虹を示した。，◎2／1！n′（び）人に咬オキし

て し 、た 251Jtびつ ゛ ，イ ダ、 二 のj亜 j甄 t量、 JJDdぐ spcJ5‖´ c”f‖ sの成｜眺 カキ231世と成厨tカミ1

匹 、 及 び fM（ ／ バ f， 、 ′ af‖ sの 成 雌 11JEで あ っ た 。 こ れ ら ´ ． pCJ． Sfffcat‖ Sの 成 雌 の

うち1．3ゾI！【11！）lJI！（（；！），フ％）のIll〃坊からライムボレリア1蕈fカく/ノナ聞fミさオ゛Lた。こ

のうち1́ つのボレリフ′I蕈fについて1司定を試みたとこ7）、7i川．rrff”f1んr7fjで

あった。しかし、ライ丿丶病火のlm霞からはライ丿丶ボレリン′IYfを分離できな

かった。

  以．．1宀 ．のJJE為ltカヽl丶，、′tL幌11fはイヌのライノヽ7【bび，jた／It地J成。ぐあろFと、‥，イく

に お け る イ メ の ン イ 丿 丶 病 の 1臨 J米 jlt｜ 火 は ア メ リ カ ベ ’ ミ ｜ I． 一 11゙ ソ バ の そ れ ， と う ヒ な

る こ と 、 お よ び lIイ く に お Uる イ ヌ の ラ イ ノ ヽ jlbの ・ ト ノ こ る ケ ttI二 介 ゛ ゛ マ ダ ∴ ∴ t， k

lpć ．s‖心mで。ト，ることが！リJらかとなった。0
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Studies on the Canine Lyme disease：Clinical and
    Serologi、calEValuationSinDOgSinJapan
    （イヌのライム病に関する研究：日本における
    ライム病犬の臨床学的および血清学的検討）

  ラ イム 病 は多 彩 な臨 床 症状 を ！1！ す るダ 二 媒介 性 の人 獣 ・Jヒ j匝 感 染病 で ある 。 I｜ lm打はflホにおいて妓 初に

イヌのライムj山を発シ亠し、その141)A学「内、臨床病LJIlI }7的ならびにInlitit'f的り｜・究をjJ：った。すなわち、ライ

ム 病 診 断 魅 弛 に よ ル ラ イ ム 病 と 診 断 し た 16頭 の イ ヌ （ 札 i眦 iliIA]の ・ 般 家 庭 釧 育） の 1： m珠 j11t状 には 発 熱

（8113協）、兀気れIj火（50％）、食欲減退（37．5％）とともに痙攣（31．3°/。）や和｜1経過敏（25％）などの巾ll経症状が比恢的｜商

率に 認め ら れた 。 これ ら の神 経 苅： 状は ア メリ カ で発 生 した ライ ム 病火 で は辛 技 ；Ifさ れていな い。lrlL液学 的お

よび101液′！ t化‘み的校舎では｜f1L小橄減少とlnL清クレアテニン他の｜｜うf．がみられた以外には囂：変は1謀められな

か ′ 〕 た 。 感 染 人 9岨 か ら 採 取 さ れ た ダ ニ は 全 て シ ュ ル ツ ェ マダ ニ であ り 、そ の lt｜ 腸か ら ライ ム j苅 ボレ リ ア

閉BO′弛舶加 ′ぷ｛＾）′イ 辷nsensulatoが分離された。血清ヰ：的検索の為i栄、B．丿印0nfcal1014およびB．劇打n‖lP3

休 に 対 す る IgGjん 仆 が 16觚 の イ ‐ ヌ 全 て に お い て 、 ま た ｜ ‖ JH014お よ び IlqIIP3株 、 な ら び に B． arZeJ打

BFOX株 に 対 す る IgM抗 仆 が 16頭 llJ3顛 に お い て そ れ ぞ れ 検 fnさ れ た 。 さ ら に 、 ダ ニ 偽 ： ′ ｜ ｜ が 確 認 さ れ た

3S蛾 の イ ヌ に ． bし ゝ て 26蝦 （ 74． 3％ ） が B． bu曙 （ わ rた dsensulatoに 対 し て 抗 体 陽 rト を ′ 亅 こ し た 。

  以 I｜ のよ う 【ニ 、 lII請お ， は‥ 本で 蚊 初に イ ヌの ラ イム 病を 発 地し 、そのIぬ 床像を1リJらか にするととも に、

！01ffIŕ t的fリf究を衍った 。その龜1；氷 、イヌのライ ム病を媒介す るマダニの1tな純甜Hよシュ ルツ二Lマダニ であ

るこ と、 さ らに 、lIホのライ ムj丙！出楽火 の｜ぬ床苅！ 状はアメリカの それとはjl‘ なるが、その 厩丶lNはライ ムj山

ポレリア薗の I謝株の違いに よるものであ ることをヵミ唆 した。これら の釦1児は1ぬ床獣I欠´Pl｜のfJ｜｜imf（がIqい。

よ っ て 、 審 介 i！ ‘ fif亅 は 、 束 カ （ 氏 が 博 1： （ 獣 医 学 ） の 学 位 を 受 け る 資 格 を イ J． す る も の と 1泌 め た 。
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